
観
音
経
に
は
、
こ
う
説
か
れ

て
い
ま
す
。

「
観
世
音
菩
薩
は
ど
の
よ
う

に
こ
の
世
界
を
め
ぐ
り
、
ど
の

よ
う
に
し
て
人
々
の
為
に
法
を

お
説
き
下
さ
る
の
で
し
ょ
う

か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
仏
様
は
、

こ
う
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
多
く
の
人
々
の
中
で
、
仏

の
姿
で
導
く
べ
き
人
に
は
仏
の

姿
で
、
お
坊
様
の
姿
で
導
く
べ

き
人
に
は
お
坊
様
の
姿
で
、
子

ど
も
の
姿
で
導
く
べ
き
人
に
は

子
ど
も
の
姿
で
導
く
の
で
す
」

と
。観

音
様
は
、
相
手
に
ふ
さ
わ

し
い
姿
に
身
を
変
え
て
、
お
導

き
下
さ
る
、
と
い
う
の
で
す
。

観
音
経
に
は
、
観
音
様
が
化

身
さ
れ
る
三
十
三
の
姿
が
説
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
十
三
と
い
う
数
に
ち

な
ん
で
、
西
国
三
十
三
所
を
は

じ
め
全
国
各
地
に
三
十
三
カ
所

の
観
音
霊
場
が
開
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
三
十
三
と
い
う

数
は
観
音
様
と
ご
縁
の
深
い
大

事
な
数
で
す
が
、
こ
の
数
に
は

「
無
数
の
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
五
十
に
も
百

に
も
、
い
や
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
お
姿
を
変
え
て
、
観

音
様
は
私
た
ち
を
お
救
い
下
さ

る
の
で
す
。

あ
る
時
は
看
護
師
さ
ん
の
姿

で
、
あ
る
時
は
パ
ン
屋
さ
ん
の

姿
で
、
ま
た
あ
る
時
は
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
姿
で
…
と
、
あ
げ
れ

ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

言
い
換
え
ま
す
と
、
観
音
様

の
お
姿
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な

仏
像
、
仏
画
に
表
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
お
姿
だ
け
が
観
音

様
だ
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
私

た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

西
国
第
二
番

紀
三
井
山

金
剛
宝
寺
護
国
院

観
音
様
は
あ
な
た
の
そ
ば
に

貫
主

前
田
孝
道

西
国
巡
礼
慈
悲
の
道
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御
本
尊
／
十
一
面
観
世
音
菩
薩

開
基
／
為
光
上
人

ふ
る
さ
と
を

は
る
ば
る
こ
こ
に
き
み
い
で
ら

は
な
の
み
や
こ
も

ち
か
く
な
る
ら
ん

観音風光

紀
三
井
寺
は
紀
州
徳
川
五
十
五

万
五
千
石
の
城
下
町
に
あ
り
、
近

く
は
和
歌
山
城
、
名
勝
和
歌
浦
の

海
岸
美
に
加
え
、
近
年
リ
ゾ
ー
ト

観
光
名
所
と
し
て
、「
和
歌
山
マ

リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
」が
で
き
て
、様
々

な
催
し
物
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

紀
三
井
寺
境
内
、
本
堂
正
面
の

新
た
な
仏
殿
に
は
、
平
成
二
十
年

五
月
、
総
高
十
一
メ
ー
ト
ル
を
越

す
、
寄
木
立
像
と
し
て
は
日
本
最

大
の
千
手
観
音
様
（
総
漆
金
箔
張

・
松
本
明
慶
佛
師
作
）
が
お
祀
り

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
年
中
行
事

正
月
三
ヶ
日

初
詣
（
家
内
・
交
通
安
全
、
厄
除
等
終
日
大
祈
祷
厳
修
）

正
月
十
八
日

初
観
音

（
午
後
一
時
よ
り
大
般
若
経
転
読
と
お
加
持
が
あ
り
ま
す
）

二
月
三
日

節
分

（
午
後
四
時
よ
り
福
つ
き
大
豆
ま
き
終
日
大
祈
祷
会
厳
修
）

旧
暦
初
午
日

初
午

（
午
後
四
時
よ
り
福
つ
き
大
投
餅
終
日
大
祈
祷
会
厳
修
）

三
月
二
十
日
よ
り
四
月
二
十
日

桜
祭
り
（
観
光
）

四
月
一
日
よ
り
十
三
日

十
三
詣
り

（
十
三
歳
は
大
人
の
仲
間
入
り
、知
恵
も
ら
い
音
声
も
ら
い
）

八
月
九
日

千
日
詣
（
一
日
詣
れ
ば
千
日
の
功
徳
・
終
日
祈
祷
会
厳
修
）

八
月
十
五
日

灯
篭
供
養
（
紀
三
井
寺
境
内
に
て
午
後
六
時
よ
り
）

八
月
二
十
四
日
頃

地
蔵
流
し（
船
上
に
て
ト
ー
バ
回
向
と
四
国
霊
場
礼
拝
）

十
二
月
十
八
日

し
ま
い
観
音

＊
年
二
回
（
春
五
月
と
秋
十
一
月
頃
）
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
拝
と
年

一
回
（
夏
八
月
二
十
四
日
地
蔵
盆
の
頃
）
四
国
八
十
八
所
弘
法
大
師
霊
場

巡
拝
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
ご
一
緒
に
同
行
二
人
の
巡
礼
・
遍
路

の
旅
に
お
詣
り
致
し
ま
し
ょ
う
！

＊
詳
し
く
は
、
紀
三
井
寺
ま
で
（
電
話
）
０
７
３（
４
４
４
）１
０
０
２
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納経時間 年間を通じて午前８時～午後５時まで

西
国
第
二
番

こ
ん
ご
う
ほ
う

じ

ご

こ
く
い
ん

紀
三
井
山

金
剛
宝
寺
護
国
院（
紀
三
井
寺
）
救
世
観
音
宗
総
本
山

仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏教教教教教教教教教教教教教教用用用用用用用用用用用用用用語語語語語語語語語語語語語語一一一一一一一一一一一一一一口口口口口口口口口口口口口口解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説

菩薩とは
ぼ だいさ っ た

「菩薩」とは、詳しくは「菩提薩�」と言い、サンスクリット語で悟りを求める人という意味で、
悟りを求め発心して修行をする人を指します。つまり、「如来」になる一歩手前の仏様という事にな
ります。その中で、特に『観世音菩薩』『地蔵菩薩』などの仏は、我々の直ぐ傍に何時も在って、衆
生の願いを良く汲み取り、救ってあげたいという深い慈悲心から、如来になれる資格が有りながら、
あえて菩薩であり続けたいと誓願を立てた仏と言われています。
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